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特殊取付管布設工法（ＳＩＰ工法）の概要

　　　当工法はボーリングマシンをベースにした特殊機械を用い、取付管据付作業における
　　開削工事（布堀り）部分を最小限に抑え、施工時間の短縮及び省施工スペースを実現しました。
　　また、今まで困難とされた地下水位の高い軟弱地盤及び本管土被りの深い施工でも山留め管を
　　用い、安全かつ、敏速に対応します。

特殊取付管布設工法（ＳＩＰ工法）の特徴

　　１・取付管本管と管の種類
　　　本管径はφ200～以上であり、カルバートボックス他、各種形状への接続が可能です。
　　　対応管種は、コンクリート管・ヒューム管・陶管・硬質塩化ビニル管への接続が可能です。

　　２・取付管径
　　　呼び径φ100～φ300までの硬質エンビ管を基本とします。
　　　ただし、取付管と対象本管の組み合わせにより接続不可能な場合があります。

　　３・占有作業範囲
　　　作業範囲（占有）は最小で小型移動式クレーン車両（3tベース車）を含む幅3.0m
　　　長さは約7m程で、狭小道路や限られた場所での施工が可能です。

　　４・作業工程
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k詳細調査工

仮設機材準備工

試掘削進工

山留管推進・管内排土工

本管削孔工

取付管接続・裏込材注入

山留管撤去工

仮設機材撤去工



　　５・施工写真の撮影計画
　　　施工状況及び施工材料の撮影は以下のとおり行います。

　　　当工事において特殊取付管布設工法にて施工するにあたり一連の工事内容が判断できるように
　　　撮影し、施工記録として保存する事を目的とします。
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１・使用材料：材料、取付管管径

及び種類がわかるよう撮影します。

２・削進作業前、埋設物等の確認作業

を探針棒で行います。

３・主要機械の設置状況、位置（角度）

が判るように撮影します。

４・山留め管内の土砂、排土完了後の

山留め管内部を撮影します。

５・本管削孔後、山留め管内（上部）より本管

土被りを検尺、明記し削孔部分を撮影します。

６・削孔コアーチューブおよび削孔コアーを

撮影します。

７・削孔コアーを元に取付口（差込部分）を

加工した部分が判るように撮影します。

８・取付管接続後、山留め管内部の取付管立ち

上がり（管内部）が判るように撮影します。
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９・取付管接続後、山留め管内部にカメラを

挿入する状況を撮影します。

１０・挿入したカメラにて取付管内部の接続部分

を撮影します。

１１・山留め管と取付管の隙間にポンプにて

裏込め材を注入する様子を撮影します。

１２・裏込め材注入後、山留め管の引抜状況を

撮影します。

１３・推進作業終了時の取付管の立ち上がりを

撮影します。



-5-

準
備
工

詳
細
調
査
工

機
械
設
置
工

先行推進工 山留管推進工 山留管内排土工

本管位置ならび継目、既設

管の位置等の計測。これに

基づき取付管予定位置の
設定及び機械の設置。

地山が硬い場合は
スクリューオーガービット

にて地山をほぐす
作業を行います。

山留め管を本管の

センターへ向け、

回転をかけ本管へ
到達します。

スクリューオーガービット

にて山留め管内部の

土砂等の排土を
行います。

特殊取付管布設工法（SIP工法）
【基本作業手順】その１
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取付管接続工 裏込材注入工 山留管撤去工

山留め管内部の

排土状況、本管

到達位置及び削孔
位置の再確認。

特殊コアチューブ

ビット（

ダイヤビット）

にて回転を掛け
本管削孔作業。

本管厚、内径

ラウンド（形状）

に基づき取付管

の接続（接着及
び止水）作業。

排土完了
センターチェック 本管削孔

グラウトポンプ

にて取付管周囲

に裏込め材（CB

配合ミルク）の
注入。

取付管の安定後

クレーンにて、

山留め管の撤去
（抜管）

ポンプ

特殊取付管布設工法（SIP工法）
【基本作業手順】その2
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取付口（支部管）側断面図

２液混合接着剤

水膨張性コーキング剤

裏込め剤硬質塩化ビニール管

山留め管

テーパー式ストッパー部分

下水本管（HP)

本管削孔径は差し込み口（取付口）に合わせほぼ同径にて削孔。

差し込み部センタンは回収した削孔コアーに基づき管厚・本管内径の形状

に合わせラウンド加工（カット）。

差し込み部上部はテーパー式のストッパータイプの為、差し込み後はズレ落ち

グラツキの無い完全密着。

・差し込み部分は、コーキングシール剤で完全止水

差し込み部分周辺には水膨張性のコーキング剤を散布し、このコーキング

シール剤がゴム弾性のパッキンとなり本管と密着、さらに水と反応すると
２倍に膨張する性質の為,取付口を瞬時に完全止水します。

・接合は、二液混合接着剤で瞬時に完全密着
本管と取付口の接合には二液混合型の接着剤を使用。取付口テーパー部

周囲に接着剤を散布。この際、接着剤は本管の外径に合わせツバ状に
盛り付け完全密着。

特殊取付口

・取付口（支管部）は、差込タイプで完全密着
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基本掘削ピット(例）
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取付管予定位

掘削（試堀ピット） 2.2m×0.8m
掘削延長 本管中心線＋200mm
掘削幅 800mm（0.8～2.5m）
掘削深 1200mm（1.2m～）

掘 削 例


